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平
成
22
年
度
予
算
は
、「
そ
れ
で
も
輝
き
を
放

つ
足
立
を
め
ざ
し
て
」
と
銘
打
ち
、
ど
ん
な
に
厳

し
い
状
況
で
あ
ろ
う
と
も
、
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
の
強
い
決
意
の
も
と
、
前
年
度
に
引
き

続
き
「
子
ど
も
」「
く
ら
し
」「
ま
ち
づ
く
り
」
に

重
点
を
置
い
た
予
算
で
あ
っ
た
。

　

平
成
22
年
度
普
通
会
計
決
算
は
形
式
収
支
、
実

質
収
支
い
ず
れ
も
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

財
政
運
営
の
弾
力
性
や
健
全
性
を
示
す
経
常
収
支

比
率
は
85.8
％
と
２
年
連
続
し
て
適
正
水
準
で
あ
る

80
％
を
超
過
し
た
。
こ
の
数
値
は
、
平
成
に
入
っ

て
か
ら
最
も
数
値
が
悪
化
し
た
平
成
11
年
度
に
次

ぐ
２
番
目
に
高
い
数
値
で
あ
り
、
区
の
財
政
運
営

に
は
黄
色
信
号
が
灯
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

区
税
収
入
は
、
景
気
低
迷
等
か
ら
20
億
円
の
減

収
と
な
り
、
財
政
調
整
交
付
金
等
へ
の
依
存
度
が

高
く
、
大
変
厳
し
い
も
の
と
受
け
止
め
ざ
る
を
得

　

平
成
22
年
度
普
通
会
計
決
算
は
、
実
質
単
年
度

収
支
は
黒
字
、
実
質
収
支
比
率
は
前
年
度
よ
り
1.0

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
が
、
経
常
収
支
比
率
は
85.8
％

に
上
昇
し
、
財
政
の
硬
直
化
が
進
行
し
て
い
る
。

　

こ
の
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
、
平
成
22
年
度
の

予
算
編
成
は
、「
足
立
区
第
二
次
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
戦
略
」
の
下
、
行
財
政
資
源
を
重
点
的

に
配
分
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
子
ど
も
」
は
、
グ
ル
ー
プ
保
育

マ
マ
の
推
進
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成

等
、「
く
ら
し
」
は
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
事
業
、

介
護
予
防
事
業
の
推
進
等
、「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、

震
災
対
策
、産
学
公
の
連
携
促
進
等
、「
経
営
改
革
」

は
、
新
し
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
の
支
援
等
、

ど
れ
も
不
可
欠
な
予
算
で
あ
り
、
評
価
す
る
。

　

し
か
し
、
今
後
の
景
気
動
向
に
よ
っ
て
は
都
区

財
調
交
付
金
の
大
幅
な
減
額
・
社
会
保
障
費
等
の

　

長
引
く
不
況
は
、
世
界
経
済
に
深
い
影
を
落
と

し
、
特
別
区
も
例
外
な
く
厳
し
い
財
政
状
況
の
煽

り
を
受
け
て
い
る
。
特
に
足
立
区
は
、
こ
こ
数
年

人
口
が
増
加
傾
向
に
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
さ
ら

な
る
財
政
悪
化
は
、
都
市
の
巨
大
化
イ
コ
ー
ル
発

展
と
い
う
古
典
的
な
常
識
を
も
覆
す
厳
し
い
環
境

で
の
行
財
政
運
営
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
翌
年
度
に
繰

り
越
す
べ
き
財
源
８
億
９
千
800
万
円
を
引
い
た
実

質
収
支
で
は
、
73
億
６
千
500
万
円
の
黒
字
、
財
調

　

我
が
国
の
経
済
状
況
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原

発
事
故
や
計
画
停
電
の
実
施
に
よ
る
経
済
活
動
の

急
速
な
落
ち
込
み
等
、
景
気
回
復
の
き
ざ
し
が
見

え
ず
一
段
と
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
。

　

普
通
会
計
決
算
で
は
、
実
質
収
支
比
率
が
4.6
％
、

経
常
収
支
比
率
は
85.8
％
と
な
り
、
黄
色
信
号
が
点

灯
し
て
財
政
の
硬
直
化
が
進
行
し
た
。
し
か
し
、

将
来
へ
の
積
立
基
金
は
41
億
円
増
加
、
積
立
金
残

高
を
１
千
82
億
円
に
積
み
増
し
た
こ
と
や
、
特
別

　

平
成
22
年
度
予
算
編
成
時
、
区
は
「
基
金
は
10

年
で
底
を
つ
く
」
と
説
明
し
て
い
た
が
、
今
決

算
審
議
に
お
い
て
、
基
金
総
額
は
過
去
最
高
の

１
千
82
億
円
と
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

し
か
し
、
国
保
料
の
軽
減
策
、
認
可
保
育
園
の
増

設
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
等
、
区
民
の
く

ら
し
を
応
援
す
る
施
策
に
は
背
を
向
け
た
。

　
「
子
ど
も
施
策
」
で
は
、
認
可
保
育
園
の
増
設

を
願
う
声
に
は
応
じ
な
い
一
方
、「
５
歳
児
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
よ
り
子
ど
も
の
成
長
を
数
字
で
確
認

基
金
へ
の
積
み
立
て
と
取
崩
し
等
を
加
え
た
実
質

単
年
度
収
支
は
10
億
４
千
500
万
円
の
赤
字
と
な
っ

た
。
中
長
期
的
に
健
全
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
全
体
的
に
足
立
区
の
一
般
会
計
は
今
す
ぐ
危

険
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
、
人
件
費
を
0.1
ポ
イ
ン
ト
の
伸
び
で
抑

え
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
扶
助
費
の
伸
び
は
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果
的
に
経
常
収
支
比
率

が
85.8
％
を
示
す
等
、
将
来
に
向
か
っ
て
の
不
安
が

大
き
く
な
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
決
算
か
ら
読
み
取

れ
る
。
そ
の
し
わ
寄
せ
と
も
言
え
る
の
が
投
資
的

経
費
56
億
円
の
減
少
で
あ
る
。
投
資
的
経
費
の
減

少
は
、
将
来
の
足
立
区
民
の
生
活
水
準
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
特
別
区
と
い
う
枠
組
み
の

区
債
残
高
が
762
億
円
で
歳
入
総
額
に
占
め
る
負
債

比
率
も
改
善
さ
れ
た
こ
と
等
、
区
財
政
の
健
全
化

に
向
け
た
取
り
組
み
は
一
定
の
評
価
が
で
き
る
。

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
特
定
財
源
は
28
億
円
増
で

あ
っ
た
が
、
一
般
財
源
は
43
億
円
の
減
、
特
別
区

税
収
入
が
20
億
円
の
減
で
あ
っ
た
。
歳
出
に
お
い

て
は
、
義
務
的
経
費
、
特
に
民
生
費
の
う
ち
、
生

活
保
護
費
が
420
億
円
、
前
年
度
比
41
億
円
も
の
増

と
な
り
、
過
去
最
大
の
830
億
円
に
も
な
る
扶
助
費

の
著
し
い
伸
び
に
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
長
年
の
課
題
で
あ
る
、
特
別
区
財
政
調
整

交
付
金
に
依
存
し
た
財
政
運
営
や
、
一
般
会
計
か

ら
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
や
介
護
保
険
特
別
会

計
に
多
額
の
繰
り
入
れ
が
続
い
て
い
る
こ
と
等
、

す
る
、
午
睡
の
一
律
廃
止
を
押
し
付
け
る
等
、
保

育
の
「
質
」
が
問
わ
れ
る
重
大
な
内
容
を
検
証
も

な
く
進
め
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

教
育
で
は
、
区
教
委
が
自
ら
適
正
規
模
と
し
て

い
る
12
学
級
に
な
る
千
寿
第
五
小
学
校
の
統
廃
合

を
強
引
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
区
教

委
は
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
協
議
会
を
通
じ
て

統
合
協
議
会
を
形
成
す
る
と
い
う
、
自
ら
定
め
た

ル
ー
ル
も
「
破
る
」
と
発
言
す
る
に
至
っ
た
。
道

理
の
な
い
学
校
統
廃
合
は
「
地
域
の
力
」
を
奪
い
、

「
絆
」
を
引
き
裂
く
以
外
の
何
者
で
も
な
い
。

　

ま
た
、
区
は
学
校
開
放
有
料
化
ま
で
行
お
う
と

し
て
い
る
。
学
校
開
放
事
業
審
議
会
委
員
か
ら

も
「
有
料
化
し
た
上
で
の
、
学
校
・
地
域
活
動
へ

中
で
は
、
今
あ
る
条
件
で
最
良
の
方
法
を
と
る
こ

と
は
理
解
で
き
る
が
、
一
方
で
、
66
万
を
超
え
る

区
民
を
有
す
る
足
立
区
は
、
大
規
模
自
治
体
と
し

て
の
責
任
も
果
た
す
必
要
が
あ
る
。
責
任
の
分
担

と
い
う
考
え
に
甘
え
て
は
い
け
な
い
。
足
立
区
の

た
め
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
近
隣
自
治
体
の
た
め

に
何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
課
題
に
も
力
を
入
れ

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

　

他
の
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
介
護
保
険
料
の

値
上
げ
等
、
区
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
べ
く

努
力
を
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
今
後
も
保
険
料
の
徴

収
率
向
上
に
努
め
る
等
要
望
す
る
。
ま
た
、
本
決

算
特
別
委
員
会
で
の
我
が
党
か
ら
の
質
疑
、
提
案

を
今
後
の
予
算
編
成
に
活
か
す
こ
と
を
希
望
す
る
。

構
造
的
な
問
題
の
解
決
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
委
員
会
で
の
決
算

審
議
に
お
い
て
、
財
政
運
営
、
行
政
評
価
の
在
り

方
、
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
推
進
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
推
進
、
生
活
保
護
自
立
支
援
策
、
裁
判

員
制
度
在
宅
要
介
護
者
家
族
支
援
事
業
等
の
周

知
、
あ
だ
ち
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
、
若
年
層
就
労
支

援
、
低
層
階
へ
の
防
災
セ
ン
タ
ー
機
能
の
設
置
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
平
日

毎
日
実
施
、
区
施
設
の
受
動
喫
煙
防
止
に
関
す
る

方
向
性
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
指
摘
・
提
案
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
様
々
な
政
策
提
言
や
要
望
事
項
を
今

後
の
区
政
運
営
や
区
の
政
策
に
反
映
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
要
望
す
る
。

の
協
力
強
制
は
現
実
的
に
難
し
い
」
と
の
意
見
が

あ
っ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

国
保
会
計
は
22
年
度
平
均
7.2
％
、
１
人
あ
た
り

６
千
223
円
と
５
年
間
で
過
去
最
高
の
値
上
げ
と
な

る
一
方
、
資
格
証
の
発
行
も
再
開
さ
れ
、
到
底
認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は
、
本
来
廃
止
さ
れ
る

べ
き
も
の
が
廃
止
さ
れ
ず
、
22
年
度
は
４
割
の
人

が
値
上
げ
に
な
っ
た
。
こ
の
制
度
の
下
で
、
来
年
、

再
来
年
と
保
険
料
が
一
人
平
均
１
万
４
千
円
も
上

が
る
試
算
が
示
さ
れ
て
お
り
、
認
め
ら
れ
な
い
。

　

区
に
財
源
は
あ
る
。
今
議
会
で
我
が
党
が
示
し

た
介
護
保
険
料
値
上
げ
を
抑
え
る
対
策
等
、
区
民

生
活
を
応
援
す
る
区
政
運
営
へ
の
転
換
を
求
め
る
。

な
い
。
今
後
も
、
扶
助
費
等
の
義
務
的
経
費
の
着

実
な
伸
び
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
引
き
続
き
財
政

の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

　

な
お
、
竹
ノ
塚
駅
付
近
鉄
道
高
架
化
事
業
は
、

今
年
度
中
に
事
業
着
手
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今

後
と
も
地
域
住
民
の
声
を
十
分
に
受
け
止
め
、
国
、

都
と
の
連
携
、
鉄
道
事
業
者
と
協
力
し
あ
い
、
一

日
も
早
い
実
現
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
議
会
と
し

て
も
実
現
に
向
け
て
努
力
を
惜
し
ま
な
い
。

　

最
後
に
、
次
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
震

災
対
策
や
区
制
80
周
年
記
念
事
業
、
東
京
国
体
開

催
に
向
け
て
の
取
り
組
み
等
の
課
題
に
留
意
さ
れ

る
よ
う
指
摘
す
る
。
ま
た
、
特
別
区
民
税
や
国
民

健
康
保
険
料
等
、
歳
入
の
よ
り
一
層
の
徴
収
努
力

と
生
活
保
護
の
適
正
化
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
区
の
魅
力
を
発
掘
・
磨
き
・
創
造

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
戦
略
的
に
発
信
し
、

足
立
区
を
誇
れ
る
愛
着
の
あ
る
ま
ち
へ
進
化
さ
せ

る
こ
と
を
期
待
し
、
本
委
員
会
で
我
が
党
委
員
の

指
摘
し
た
様
々
な
提
案
及
び
要
望
事
項
を
尊
重
し
、

そ
の
実
現
に
努
力
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

増
加
も
予
想
さ
れ
、
行
財
政
運
営
に
影
響
が
及
ぶ

の
は
間
違
い
な
い
。
引
き
続
き
、
自
主
財
源
の
安

定
的
確
保
に
努
め
、
区
民
ニ
ー
ズ
の
適
切
な
把
握

に
基
づ
く
施
策
の
「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
、
効

果
的
な
事
業
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

　

な
お
、
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故

に
、
改
め
て
、
危
機
へ
の
備
え
の
重
要
性
を
認
識

さ
せ
ら
れ
た
。
減
災
の
視
点
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

や
、
人
と
人
と
の
絆
を
さ
ら
に
結
び
合
う
取
り
組

み
を
、
次
年
度
予
算
に
反
映
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
区
制
80
周
年
の
平
成
24
年
度
に
は
千
住

地
域
に
５
大
学
が
揃
い
、
平
成
25
年
度
に
は
東
京

国
体
が
開
催
さ
れ
る
。
当
区
に
と
っ
て
さ
ら
な
る

飛
躍
へ
の
絶
好
の
機
会
を
活
か
す
た
め
に
は
、
地

域
の
ち
か
ら
推
進
部
が
調
整
役
と
な
っ
て
各
所
管

と
連
携
し
、
山
積
す
る
地
域
課
題
に
的
確
・
着
実

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
本
委
員
会
に
お
い
て
指
摘
・
提
案
し

た
事
項
等
を
、
平
成
24
年
度
予
算
等
に
反
映
し
、

区
民
感
覚
・
目
線
に
立
っ
た
区
政
運
営
を
心
が
け
、

実
現
に
向
け
邁
進
す
る
よ
う
、
強
く
求
め
る
。

足立区議会
自由民主党

足立区議会
公 明 党

日本共産党
足立区議団

足立区議会
民 主 党

足立区議会
みんなの党

一般会計 認　定 認　定 不認定 認　定 認　定
国民健康保険特別会計 認　定 認　定 不認定 認　定 認　定

介護保険特別会計 認　定 認　定 認　定 認　定 認　定
後期高齢者医療特別会計 認　定 認　定 不認定 認　定 認　定

老人保健医療特別会計 認　定 認　定 認　定 認　定 認　定

決 算 特 別
委 員 会 の
討論（要旨）

足
立
区
議
会

自
由
民
主
党

足
立
区
議
会

公

明

党

さとう 純子
委　員

討論者

日
本
共
産
党

足
立
区
議
団

おぐら 修平
委　員

討論者

足
立
区
議
会

民

主

党

ただ 太郎
委　員

討論者

足
立
区
議
会

み
ん
な
の
党

区分
会派名


